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実習のスケジュール

甲府市、国立大学法人山梨大学、（一社）FCyFINE PLUS、甲府工業高等学校専攻科創造工学
科の４団体によるプロジェクトチームを結成し、水素・燃料電池に関する講義及び水素アプリ
ケーションの製作・実習を通じた人材育成を行う。

水素の普及及び利活用の拡大を目的に、国立大学法人山梨大学、（一社）FCyFINE PLUS、甲府工業高等学校専攻科創造工学科が連携・協力し、水素・燃料電池ド
ローンの製作・実習を通じた水素リテラシーの向上や、将来の技術者・研究者としての人材育成を図る。

幅広い分野からの意見や助言、関係機関等への情報発信及び水素人材の地元企業への定着を図る。

事業スキーム

事業の目的

７月のRobo-Dexによるドローンに関する
レクチャーを皮切りに実習を開始。山梨大
学の水素・燃料電池の講義により、専門的
知識を習得する中で、８月にFCドローン
の製作・実習を開始。完成は翌年２月頃を
予定しており、完成したドローンを年度末
に飛行させる予定。

FCドローンの製作・実習を行う。


